
本学学生 の体力 に関す る一考察

体力測定の結果から～

(」 報)

松 木 伸 子 上 野 奈初美

目的

大学での保健体育科 目は,身 体運動文化を体験することによって学生生活を豊かに し,

さらに進んで,将 来の社会生活を充実させることにある。

保健にして も体育に しても,い ずれ も学生たちの生活に密接に関係 した内容であ り,具

体的なね らいの一つ として,体 力の向上と健康の保持増進があげ られる。

人間は誰で も・課題を遂行する場合には,自 己の体力に余力がなければ,自 主的 ・積極

的にそれを実践に移 し,成 功裏に導 くことは難 しい。体力は,日 常生活の中で総合的に育

成 され ることが必要である。

近年の青少年発育加速化現象による児童生徒の体格の顕著な伸びにもかかわ らず,体 力

が低下 してきていることが問題 として注 目されてか ら久 しい。

本研究では・本学で59年 度か ら実施 している体力診断テス ト(身 体測定)の 結果を集計,

分析 し・さらにその結果を,文 部省体育局による,昭 和58年 体力,運 動能力調査結果 と,

比較検討して,本 学学生の体力の把握を行ない,今 後の,指 導の一助 としたい。

方法

1.測定期 日

昭和59年5月 上旬～5月 下旬

昭和60年5刀 上旬～5月 下旬

2.測定対象

昭和59年 度本学入学生286名

昭和60年 度本学入学生225名

3.体 力診断テス ト実施方法

テス トの種 目

①敏 しょう性のテス ト

・反復横とび

②瞬発力のテス ト
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本学学生の体力に関する一考察

・垂直 とび

③筋 力の テス ト

・背筋力 ・握力

④柔 軟性の テス ト

・伏 臥上体 そ ら し ・立位 体前屈

⑤持 久性 の テス ト

・踏 台昇降運動

① 反復横 とび

・図の よ うに中央線を 引 き,中 央線 を またいで立 ち,「 始 め」 の合 図で右側 の線 を 越 す

か,ふ れ るか,さ らに左側 の線を越 すか,ふ れ るまで,サ イ ドステ ップす る。

・20秒 間 く り返 し,そ れ ぞれ の線 を通 過す る ことに1点 を記録す る。

・2回 実施 して よいほ うを とる
。
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②垂直 とび

・壁側 の手の指 先にチ ョー クの粉を つけ
,外 接 して両足を そろえて立 ち,そ の場 で,で

ぎるだ け高 く跳 び上 が り,指 先で 印をつけ る。

・そ の印の下 に ,片 足を壁 に接 し,他 の足 を外接 して立 ち,片 手をで きるだけLに 伸ば

して印をつ け る。

・跳 び上 が った印 と立 ってつけた 印 との問 の垂直距離を 計 る。

・2回 実施 して よい ほ うを とる。

1 2

20cm

③背筋 力

・背筋 力計の台 上に両足 先を15cmぐ らい開い て立 ち,上 体 を30度 前傾 してハ ン ドルを両
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本学学生の体力に関する一考察

手で握 る。

・ハ ン ドル に力を入れ なが ら,膝 を曲げ ないで上体を起 こす よ うにす る。

・2回 実施 して よいほ うを とる。

④握力

・握力計の指針が外側になるように持ち,人 差 し指の第2関 節がほぼ直角になるように,

握 りの幅を調節する。

・直立の姿勢で両足を 自然に開き,腕 を自然に下げ,握 力計を体や衣服 にふれない よう

に力いっぱい握 りしめる。

・左右交互に2回 ずつ測定 して,各 よいほ うの記録を とる。

⑤伏 臥上体 そ ら し

・両手 を腰 の後 ろで組み ,足 先を45cm離 して うつ伏せ にな る。補助者 は後 ろか ら脚 の間

に入 って,膝 で被 検者 の膝 を押 さえ,両 手 で大腿 部を押 さえ る。

・被検 者は ,徐kに 上体 をそ らし,あ ごを上 げ る。

・床 か らあ ごまでの高 さを計 る。

・2回 実施 して よいほ うを とる。
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本学学生の体力に関する一一・考察

⑥ 立位 体 前屈

・両足 をそ ろえ ,足 先を約5cnl開 いて台 上に立 つ。

・両 手をそ ろえ ,指 先 を伸ば し,も の さしにふれ なが ら,徐 々に上体 を 前屈 す る。 この

際反動 をつ けた り,膝 を 曲げ ない よ うにす る。

・2回 実施 して よいほ うを とる。

⑦踏 み台 昇降運 動

・1分 間30回 の割合 で ,3分 間継続 して 台を 昇降 す る。

・1～4の 号令 で ,踏 み台 に片足 を使 って上 が りお りを くり返 すo披 れ た ら足 を変 えて

もよい。

・3分 間の昇降 後 ,い す にか け,運 動 後,1～1分30秒,2～2分30秒,3～3分30秒

まで の脈 拍を 測定す る。

・判定 指数 は次の公 式で 求め る。

台 の昇降運 動継続 時間(秒 ×100)半1」定才旨数=

2×(3回 の測 定脈拍 数合 計)
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本学学生の体力に関する…考察
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本学学生の体力に関する一一考察
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本学学生の体力に関する ・考察

図.12総 合 判 定(1)

図.13総 合 判 定(2)
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本学学生の体力に関する一・考察

表1統 計 数 値 表

59年 度1年 生

標 本 数1平 均 値`標 準偏差

身 長

(cm)

体 重

(kg)

胸 醐

(cm)

座 高

(cm)

反 復

横 と び

qτID

亜植 とび

(cm)

背 筋 力

(kg)

握 力

(kg)l

i

伏臥上体

そ ら し ・

(cm)1

立 位 体1

前 副
(cm)1

踏 台 昇 降 、

(指 数)i

総 合 点

(点)

286

137(公 立)

149(私 立)

157.48

157.22

157.6・ 】

51.as

51.35

5°.79

81.56

81.41

81.70

85.00
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84.92
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37.24

39.36

4°.78
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27.33
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15.°3
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22.56j

:1

13.55
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..
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結 果 と考察

昭和59年 度,60年 度 に行な った身体 測定,体 力診断 テス トの結果 を集 計 し,平 均値 と標

準偏差を 出 し大学生18才 女子の全 国平均 との比 較,検 討 を行 ない,本 学学生 の体 力を推 察

してみ る ことに した。(本 学生 を公立 高校 出身者 と私立 高校 出身 者に大別 してみた。 標 本

数 と して,59年 度公立137人,私 立149人,60年 度公立84人,私 立141人)

1.身 体測定(身 長,体 重,胸 囲,座 高)
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本学学生の体力に関する ・考察

体格に関 して数値 を比較 してみる と,各 種 目ごとに本学生が,お お むね全 国'F均 を上回

り,体 格的には良好 であるこ とが立証 され た。 しか し,体 亟,胸 囲においては,肥 満学生

が数値を高 くしている ことも考え られ るのでジ ー概に喜べ ない。肥満学生には,運 動,健

康面か らも,個 別に指導,助 言を してい るっ

2.体 力診断テス ト

(1)反復横 とび(敏 捷性)

本学学生 では,い ずれの年 度 も公立組が高い数他 を示 してい るが,そ れ で も全国'ド均 に

は及ぼず,私 立紐 の低 い数値の為に本学生の'F均 が大 きく下回 って しまった。(他 の 体 力

因子に比べて も年・令に よる低下 率は少 ない といわれ,16～18才 では差はみ られず,体 力の

保持が続 いている と解釈 されている。)

(2)垂直 とび(瞬 発 力)

近 年の青少年発育加速化現 象によると,体 力的 に低 ドを示す種Liが 多い中で,こ の種[11

は,年 々伸び る傾向にある といわれてい る。 に もかかわ らず,本 学生 の数値は大 きく全 国

'1∠均を下回 り,5g年 度の私 立組でぱ同年代 と約7cmの 大差がある。企国'「均値か らみれば

29才 女子 の平均値 と同 じである。(瞬 発力は女子においては16才 前後で ヒ1一クに 達 し,そ

れ以後加齢 とともに減少す る。脚パ ワーの減退は女性 に著明であ るといわ勲て いる・)

(3)でデ倉分プJ(育芳プ:J)

背筋力の低下 は,腰 痛の原因や姿勢 の悪 さの要素 とな り,全 国的に問題になるほ どであ

る,。その中で,60年 度公立組は全国'ド均を少 しではあ るが上 回・・てい る。 ところが,私 立

組が あま りに も悪 る過 ぎるため,本 学生 の'F均 値を ドげる糸、玉課 に な って しまった。

(4)握力(筋 力)

特 に低い とぱいえないが,59年 度の私立組 の数値で全体的に下 回 ・・て しまった。

(5)伏臥上体そ らし(柔 軟性)

全体的に本学学生の記録 は全 国'『均値を一ド回 り,特 に60年 度 の公 立組約6Clll,私 立紐約

7Clnの 差は気 になるQ

(6)立位体前屈(柔 軟性)

この種 目も59年 度,60年 度 とも私立組の数値が低 く本学 の'F均 値を ドげ て しま ったO

(柔軟性では,17～19才 頃 ピークに達 し,そ の後ゆるやか な低下傾向を示す。柔軟性にお

いては,生 来的な関節 可動範囲や筋力に よ・・て左右 される こともある。)

(7)踏み 台昇降運動(持 久力)

図11を みれば,一 目瞭然で,全 国平均 との大差は今迄 の種 目にもみ ら淑 ないほ ど顕 箸に

現われ ている。59年 度の本学生 ～F均値ぱ大 きく下回 り,公,私 立組 ともにやや良い60年 度

も,全 国'F均 値にはほ ど遠 い,循 環器系の機能 と関連 している種 目だけに この種 日の低い

数値は,体 力を考え る時の問題提 起 となろ う。
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本学学生の体力に関する一考察

表2種 目 別 判 定 表

段 階
1

種 目

反 復 横 と び 旨 ～23点

垂 直 と び ～24cm

背 筋 プ7～45kg

握 力i～16kg

踏 み 台 昇 降36.6

伏 臥 上 体 そ ら し ～37c皿

立 体 前 屈1～5cm

2 3 4 rO

24～29点

25～30c皿

46～66kg

17～23kg

36.7--50.6

38～46c皿

6～11c皿

30～35点

31^-37cm

67～..

24～30kg

50.7～64.8

47～57cm

12^-18cm

36～40,点41,点 ～

38～43cm44cm～ ・

89～109kg110kg～

31～37kg38kg～

64.9～78.878.9～

58～66cm67cm～

19～23cm24cm～

総得点の年令別判定表

段 階
A

年 令

15才 以f -～28

B

27^-25

C

24～21

D

20^-18

E

17-一 一

表3体 力診断テス ト総合判定

59年 度

公 、z

私 一立

AIB

IN%Nj

196.65154118,88

128.76.3021.90

74.70124116.11

CID

N%N
I

13346.5014515.73

6547.4412014.60

6845.6325.16.78

EI合

N%旨N

3512.24286

107.30137

2516.78!149

・.
一貢

%

100.00

100.00

100.00

58年 度 全 国lI27.70 45.50 23.50 s.00 0.30 100.00

60年 度146.2265

公 、Z89.5226

私 立6'426「38

　
28.8910044.453917.33

30.9639146.43・1011.90

26.95'6243.97:2920.56

73.11225100.00

i1.19s410a.00

64.26141100.00

3.体 力診 断 テス ト総合判定

体力診断 テ ス トに よる,本 学学生 と全 国平均値 との比較結果 は,予 想 して いた よ り以上

に,本 学生 が低 い数値 にな って しま った。

7つ の種 目を,表2の 判定表 か ら,総 得 点を 出 した結果が,表3で ある。
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本学学生の体力に関する ・考察

各種 口の結 果か らみれば,当 然 の数 値であ るが,図12,13か ら,全 国'F均 との バ ラ ツキ

の違 い に注 目しなけれ ばな らない。

特 に,Eラ ン ク,即 ち劣 るに当ては まる者が59年 度12.24%,60年 度3.11%を 占め,D

ラソ クのやや劣 るを 含め る と,全 国 平均値3.03%に 対 して,本 学生は,59年 度27.97%,

60年 度20,4496と い う高 い数値を示 す こ とである。Aラ ン クに属す る者は,全 国平均27.7

%に 対 して,本 学学 生ぱ,わ ずか59年 度6.65%,60年 度6.22%で あ る。

全 国平均 でぱA,Bラ ンクが全 体 の,73.2%を 占めてい るのに比べ,木 学 生V-F'59年 度

約25%,60年 度約35%に しか満た ない。

この数 値か ら,本 学生 の体 力の 一・側而 を,み る ことがで きる。

表4中 ・高校での運動 クラブ経験者数

高

等

学

校

Ifl

学

校

1年

2年

3年

標
本
数

N

%

N

0

公_A!.

16

5

34

55

40.15

5a

36.50

137

59年 度

36.36

36.36

286

私 立

27

12

10

49

32.89

54

36.2

149

公 立

it

3

1J

29

34.52

26

30.9

84

60年 度

28.89

38.67

225

私 立

10

8

18

36

2.53

61

43.26
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まとめ

今回 の研究は,体 力診 断 テス トの結果 か ら本学学生 の体 力の 一面 を考察 した ものであ る

が,あ る程 度 の数 値の低 さは予 想 していた もの の,今 回 の結 果にば,驚 き と,と ま どいを,

感 じてい る。

体格 の顕著 な伸 びにかか わ らず,休 力低下 が問題 とされ てい る現代 の風潮が,そ の まま

現われ る結果 とな って しま ったQ

-・年 次当初 の測定 であ るか ら,中 学,高 校で の生 活,家 庭環 境,そ の他,さ まざ まな因

子が関 係 して いるのであ ろ うが,表4か らも,木 学生 の運動 に対 す る一・面 が うかが え る,,

体 力 と 一・口にい って も,多 而性 を持 った もので あるか ら,体 力診断 テ ス トの結果 の フ・で,

137



本学学生の体力に関する一考察

,nに ,結 論 を出すのは問題 であ るが,今 後の体 育教育 の課題 と して,さ らに研 究を続け

た い 。
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